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第１章 変更を必要とする理由
第１節 変更に至った経緯と概要

第２章 計画変更の内容
第１節 事業費の変更

事業費を次のとおり変更する。
（単位：百万円）

第３章 目的
第１節 目的

（１）必要性

（２）緊急性

第２節 地積
受益面積
内　　訳

田
畑

第４章 地域の所在及び現況
第１節 所在

地　　　　　　　　　　　　　域

徳島県阿南市、小松島市

625.0ha

農村地域防災減災事業

612.0ha
13.0ha

事　　業　　名

　本地区の基幹水利施設は老朽化及び不同勾配で汚濁の停滞等で水質が悪化している。関連する国営区間の整備が進んでおり、本地区の
進捗が事業効果の発現のために重要であることから、早期に整備を完了させる必要がある。

種　別 変更前 変更後
合　計 735 1016

増　減
281（29.7％）

　本地区は、徳島県南東部の阿南市、小松島市に位置し、那賀川を水源とする受益面積625haの農業地帯である。
本地区の基幹的な農業水利施設は国営那賀川北岸土地改良事業により整備されたが、都市化･混住化による生活雑排水
の地区内水路への流入により農業用水の水質が悪化し、水稲栽培上の支障となっている。このため、本事業により基幹水利施設を改修
し、農地への生活雑排水の流入を防ぎ、農業用水の安定取水と水質保全を図ることにより、農業生産の維持及び農業経営の安定に資する
ものである。

　本事業は、農業用水の安定取水と水質保全を図るため、老朽化した基幹水利施設を改修するものである。
　附帯工として、浄化池を4箇所整備する計画だったが、関連事業により浄化池が整備されたことを受け、再精査した結果、本事業におけ
る浄化池の整備を取りやめ、既存の樋門及び除塵機・ポンプを改修し農業用水の安定取水を図る。
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第２節 現況
（１）地形

（２）気象
１ 一般気象

２ 特殊気象

昭和40年9月10日

9月〜3月最多風向 ＷＮＷ 最大風速
（昭和36年～平成23年）

100－ － － －

1/72 1/20 1/13

～ 

最多風向発生時期

徳島地方気象台（昭和52年～平成23年）

昭和42年

昭和42年

徳島地方気象台（昭和56年～平成22年）

徳島地方気象台

最大風速発生年月日

28 3

～

－ － 13

～ 

計
8°～15°

計

以上 ｍ ｍ～10° 20°

～8° 10° 8°～ ～ ～
最低

－

35.8

292

無 霜 期 間

100 －

－ － 612－

観 測 期 間
観 測 所 名

比率

3月

区分 以下

基 準 年 83.0 13.0 96

8° ～15°

－

1,687㎜

1/11.5 以上 以下

344

－ － 100
（％）

昭和32年～平成23年

16.5℃平 均 気 温 （ ℃ ）

m/s

1/17

(mm) 1/80347 H 9. 9. 7 343

発生
確率

～  (日) 1/139 1/37

根 雪 期 間 －

1/1000 1/100 3°

1/100 1/20

13

～

地目 田 畑・その他

傾斜

事 業 名

73 19 92

(ha）

20.5℃

－

農村地域防災減災事
業

面積
612

2月 又は平均

100

かんがい期 非かんがい期
～ 10月 11月

－

受益地標高

3月19日 ～ 12月9日　　266日間

15° 20°

～
3°

降 水 日 数
平 均 （日）

－

最高

最大日雨量

1/1152

1/1000 1/20 1/11.5

～15°

（日）

1,704
8.6℃

2,048mm
基 準 年 （mm） 1,588 99

阿南観測所

－

降 水 量
平 均 （mm）

－－

備　　　　　考
計

S51. 9. 8

最大時間雨量

最大４時間雨量

(mm)

(mm)

最 大 連 続
干 天 日 数

72

S48.11.10

62

S49. 1.20 H18. 1.12 S45. 1.28

S44.12. 8

S40. 9.17 S36. 6.29 S51. 9.13

－

(mm) 1/103 1/41

～  ～   

観 測 所 名
第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

備 考
阿 南 観 測 所

観 測 期 間
数量 年月日 数量 年月日 数量 年月日 数量 年月日 数量 年月日

発生
確率昭和32年～平成24年

発生
確率

発生
確率

1/13

最大連続雨量 658

S40. 9.13

564

S36. 6.24

501

S51. 9. 8

478

H12. 9. 8

432

H 9. 9. 7

1/11～ ～ ～

－ － －

－

－

H12. 9.11 272 H10. 5.16

－ －

－ －

－ －

発生
確率

275 S41. 8.15

－

51

S56. 2.12

50

H22. 1.30

－

－

－

－

－

－

－ － －

－ － －

－ － －

－

1/22

～ ～ 

1/10

H 4. 1.14 H22.12.23

H17.11.12

1/9

－

H 4. 3. 4 H23. 2.10

～ ～

H12. 9.12 H 9. 9.10

S55.12.24 H21.12.12

- 2 -



（３）営農状況

（４）水利状況

現況の用水系統は、国営那賀川幹線水路からの分水を水源としている。

分水後は、開水路で流末の用水路へと細分化されていくが、一部は管水路形式（揚水機による圧送）により配水されている。

路線沿いの生活排水が水路に流入しており、降雨の少ないかんがい初期の水質が悪化している。

地区の幹線的な水利施設の構造は、コンクリート三面張りが多いが、いずれも老朽化が進んでおり、底版部の欠落・ひび割れ・摩耗等による漏水が

生じている。

100.0%

備　考

中国四国農林
水産統計デー
タ集（令和4
年）

-        2,912 -        48.95%

計 1,500 5,950 100.0%

（％）

（kg/10a） （ha） （kg/10a）

作付面積
当 収 量

作付面積 単位面積

466

19

3,033 466
（kg/10a）

　市町村別
　延作付率(％)

水　　稲
大　　豆

466 963

100.0%

2,070

2 19 3

そ の 他 2,378 -        534

4,450

作　物　名 （ha） （kg/10a） （ha）

作付面積 単位面積 作付面積 単位面積
当 収 量 当 収 量

総耕地面積(ha) 4,450 1,500 5,950 作付率

平　均市　町　村　名 阿南市

区　分

小松島市 計

50.97%

5

当 収 量

19 0.08%

単位面積

（ha）
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第５章 基本計画
第１節 一般計画の概要

（１）受益面積

（２）土地利用計画

第２節 主要工事の概要

坂野幹線 樋門1箇所、除塵機1基
坂野東線 樋門1箇所、揚水機場1箇所
和田島線 除塵機1基
立江線 樋門6箇所、揚水機場1箇所

第３節 環境との調和への配慮
・阿南市、小松島市が策定している田園環境整備マスタープラン等との整合を図りつつ、本地域の生態系及び景観に配慮する。
・幹線水路の改修にあたっては、工事の実施に伴う一時的な生物への影響を低減させるため生物の移動等を行う。

第６章 工事又は管理の要領

第７章 換地計画の要領

当該事業により建設される施設については、以下のとおり土地改良区等が適正に管理する。

（和田島）　除塵機1基：那賀川土地改良区
（立　江）　樋門6箇所、揚水機場1箇所：立江櫛渕土地改良区

・幹線水路：那賀川土地改良区（坂野東の一部は小松島市）
・附帯工

（坂野幹線）樋門1箇所、除塵機1基：那賀川土地改良区
（坂野東）　樋門1箇所、揚水機場1箇所：太田川土地改良区

原
　
野

水田（ha）
普
通
畑

牧
草
畑

果
樹
園

桑
　
園

茶
　
園

用
地
林

（ha）

耕　　　　　　　地　（ha）

２毛
作

田以
上

山　林（ha）

薪
炭
林

その
他
の

樹園
地

１毛
作田

625.0ｈａ

用別
事　業　名

土地利

村別

11  

　該当なし。

-   -   12.0-   

採　草

放牧地

（ha） (ha） （ha）

備　　考

そ
の
他

計

附帯工

L=4,397m

1.0式

幹線水路

阿南市 -   -   

市町

-   

-   -   -   -   -   -   613.0

-   -   -   -   -   -   

-   -   -   -   -   625.0

農村地域防災減災事業

計 -   612 13  -   -   -   -   

1   

小松島市 -   601 12  -   -   -   -   
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第８章 費用の概算
第１節 概算総事業費

第２節 概算総事業費の負担内訳

第９章 効用
第１節 効果

%
%

第１０章 他の事業との関係

　当該施設の施工に要する費用は次のとおりである。ただし物価変動、事業実施の工事状況などにより変動する場合がある。

（単位：千円）

総 費 用 ( 現 在 価 値 化 ) 32,202,141

総 所 得 償 還 率

農業競争力強化基盤整備事業
（農地整備事業）

県 196 H6～H19 区画整理 区画整理Ａ=196ha

国営 総合農地防災事業 国 H8～R5 用水施設 頭首工、用水路L=18km、水管理施設

農業競争力強化基盤整備事業
（農地整備事業）

県 14 H5～H11 区画整理 区画整理Ａ=14ha

区分

増 加 所 得 償 還 率 11.13

総 便 益 額 ( 現 在 価 値 化 )

総 費 用 総 便 益 比

年総効果(便益)額

2,419,290

983,751

55,022

事業名 事業主体
受益面積 事業内容

(ha) 工期 事業種目 事業量

△ 16,169

1,308,974

87,712

作物生産効果

営農経費節減効果

維持管理費節減効果

災害防止効果

国産農産物安定供給効果

58,012,376

1.80

2.8

計

155,756

164,897

△ 7,101

-                

-                

313,552

年増加農業所得額
区分

効果項目

508,000 428,800 152,400

小松島市 農家 計

（単位：千円）

508,000 355,600
-          工雑・事務費

-          

152,400 -          1,016,000
-          -          73,200

1,089,200

工　 事　 費

（単位：千円）

73,200

国

負担額合計

県

工事費
1,016,000

工雑・事務費
73,200

計
1,089,200
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第１１章 計画一般図
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